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有識者からの意見 

－基本目標Ⅰ 新しい人の流れの創出－ 

◆子育て環境満足度 

〇支援がさらに充実されていると思われるので、もっと上を目指されたい。 

〇子育て施策を PR 発信され、整備される住宅に入居していただくことへつながれたい。 

 

◆空き家情報バンクの増加 

〇整備される住宅に目が向くと考えられるので、空き家バンクの利用促進を検討された 

い。 

 ○空き家バンクへの登録が進まない理由を精査されたい。 

 ○業務委託に成果報酬型を取り入れるなど登録がさらに進む施策を検討されたい。 

 

◆新たに整備した住宅等への世帯の転入 

〇入居していただきたい層を明確にされ調査を行うなど、ターゲットに仕掛けをされた 

い。 

 ○転入するタイミングでアプローチするなど戦略を検討されたい。 

 

◆住宅及び用地に関する相談件数 

 ○相談の中身を分析され、優先順位をもって対応されたい。 

 ○興味を持って問い合わせしていただいているため、移住の機会ロスを避けられたい。 

 

 



◆ふるさと納税額 

 ○寄附していただいたふるさと納税を、さらなる寄附につなげる活用を検討されたい。 

 ○寄附された方々とのつながりを強化されたい。 

 ○商工会奥大山ブランド商品など返礼品を強化されたい。 

 ○道の駅での返礼品 PR など、道の駅での売り上げとの相乗効果を図られたい。 

 

－基本目標Ⅱ  産業の創出－ 

◆梨栽培面積 

○梨園の計画が進捗していることを共有されたい。 

○果実の場合は収穫までの収入確保が困難である。 

 

◆繁殖牛飼育頭数 

○畜産は地元の理解・協力が不可欠なため、情報共有を図られたい。 

 

◆法人営農組 

 ○特になし 

 

◆地域内消費額 

○地域振興券の継続・強化をされたい。 

○マイナンバーカード取得者に町内商品券を配布されたような有効施策をされたい。 

 

◆チャレンジ支援事業累計利用者数 

○「起業のまち」「チャレンジできるまち」といった PR ができるよう、補助金の増額な 

ど強化されたい。 

○企業等の力を協力し、子どもたちの起業やプログラミング学習など将来の起業につな 

げられたい。 

 

◆新規就農者数累計 

 ○特になし 

 

◆ジビエ加工品販売額 

 ○さらに販売が拡大する可能性があると思われるので、大事にされたい。 

 ○販売チャンネルを拡大されたい。 

 

◆道の駅奥大山来客者数 

 ○高速道路からの集客を強化されたい。 

 ○道の駅と同じ地域に整備される住宅・交流施設との相乗効果を図られたい。 

 ○営業時間についても検討されたい。 



－基本目標Ⅲ 地域人財の育成－ 

◆まなびや縁側（公設塾）の江府町出身者受講生徒数 

○民間の塾と比較して優位な価値を創られたい。 

○オンラインを活用するハイブリッド方式も検討されたい。 

 

◆将来は江府町に住みたいと考える児童・生徒の割合 

○評価は計画終了後だが、毎年度何かしらの指標数値があった方が良い。 

 

◆奨学金返済支援制度累計利用者数 

○非常に良い制度と思われるので、この制度をきっかけにした転入につなげられたい。 

○制度の周知を図られたい。 

 

◆地域運営組織累計設立数 

○地域の旗振り役を確保することが難しい。高齢化で時間はあるのだろうが、いざやる 

となると腰はあがりにくいと考えられる。 

○住民同士が意見を交換する場が減っている。意見を交換・集約する場を提供されたい。 


